
































Community Design Research Report  for Akita prefecture Oga city
Hajime KAGIYA・Rieko TSURU
地域連携
跡見学園女子大学　観光コミュニティ学部紀要　第３号
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　15時　八望台、男鹿水族館
　17時　雄山閣着　18時　夕食
　18時30分　能代河川国道事務所　坂所長　秋田のまちづくり講義
【９月20日（水）】
　８時00分　安江講師　北海道の自然環境を生かしたまちづくり講義
　９時30分　地域おこし協力隊及び市職員とのワークショップ、交流（３時間）
　【テーマ】 ジオパーク等観光資源、民俗文化を生かした男鹿のコミュニティデザイン（人と地域を幸せにするデザ
イン）
　13時30分　市役所発　雄山閣戻り
　　　　　　ワークショップのまとめ、魅力・アイデアカード出し
　18時30分　夕食後　振り返りミーティング
　　　　　　魅力・アイデアカード出し（１人100枚、合計700枚）
【９月21日（木）】
　９時～終日　魅力・アイデアカードワークショップ、シナリオ作り
　18時　オートキャンプ場でバーベキュー
　20時　男鹿の魅力、モデル旅行コース、関係づくり資料を学生が各自作成
【９月22日（金）】
　９時　発表資料作成（雄山閣バスで送迎）
　15時　男鹿市長へのプレゼンテーション、
　16時51分　男鹿駅発　帰路
６．具体的な成果
　東京の女子大学生の視点で700個を超える男鹿の魅力を発見し、ポストイットに残した。また、その中からキーと
なる言葉を紡ぎ、男鹿市の魅力をドラマ仕立てで作成した。また、魅力を伝えるモデル旅行コースや住民と他の主体
との関係づくりを提案し、ポスター化した。
７．地域への還元の内容とその実施方法
　９月22日、男鹿市長、教育長はじめ市役所職員等の前で700の魅力をパネルに張り出し、パワーポイントを使って
プレゼンを行った。その後、30分間ほど、市長及び教育長と熱心に質疑応答を行った。都市の女子大生の視点からの
魅力増進型で調査研究を進めたことが強い関心をよんだ。作成物は男鹿市に提出し、地域の魅力増進に役立てていた
だく。
　昨年度は800の男鹿の魅力を学生の視点で取り上げ物語を紡いだが、今年度はジオパークを中心に事前学習、フィー
ルドワークを行って教育レベルを深め、新たに700の魅力を加えた。
　また、「男鹿の魅力、ジオを使った観光ストーリー、住民と多様な主体の関係づくり」を10月の男鹿半島大潟ジオ
パーク全国大会に出展した。
　この調査結果を活かし、次年度以降も引き続き、男鹿コミュニティデザイン調査を継続する予定である。参加した
学生たちからは「来年も参加したい、今度は地域の方々の声をお聞きしたい」、「去年よりも一つ一つのことを深く考
えられたように思う」「イベントや活性化ということだけでなく、そこで暮らす人々の生活をとらえることも大切な
ことだと気づいた」等の声が上がっている。
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秋田県男鹿市コミュニティデザイン調査研究報告
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秋田県男鹿市コミュニティデザイン調査研究報告
秋風が出迎えてくれた
有識者の講義を聴く
魅力を並べ替え、まとめていく
